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自動運転が本格的に普及する

いよいよ完全無人化へ近づく
具
体
的
条
件
導
入
時
期
示
す

自動運転レベル４実用化自動運転レベル４実用化

　

特
定
の
条
件
の
も
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な
い
完
全
な
自
動
運
転

と
な
る
「
レ
ベ
ル
４
」
に
つ
い
て
、
警
察
庁
が
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認

め
る
新
た
な
制
度
を
来
年
４
月
か
ら
始
め
る
方
針
が
伝
え
ら
れ
た
。
自

動
運
転
に
つ
い
て
は
国
内
外
の
企
業
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

安
全
対
策
は
当
然
な
が
ら
、
法
的
な
整
備
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
し
て

の
し
か
か
っ
て
い
た
。
今
回
、
警
察
庁
が
具
体
的
な
条
件
を
示
し
て
導

入
時
期
を
示
し
た
こ
と
で
、
自
動
運
転
へ
の
技
術
開
発
と
普
及
が
本
格

的
に
進
む
可
能
性
が
で
て
き
た
。
関
連
銘
柄
を
ピ
ッ
プ
ッ
プ
し
て
み
た
。

　

現
在
、
自
動
運
転
は

技
術
の
進
化
に
合
わ
せ

る
形
で
５
段
階
に
レ
ベ

ル
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

前
方
に
事
故
車
両
な
ど

の
障
害
物
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
不
測
の
事
態
が

起
き
た
際
に
対
応
で
き

る
よ
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の

乗
車
を
義
務
付
け
た

「
レ
ベ
ル
３
」
ま
で
が
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。
４

月
か
ら
解
禁
と
な
る

「
レ
ベ
ル
４
」で
は
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
遠

隔
の
監
視
装
置
を
設
置

し
、
監
視
を
行
う
担
当

者
を
配
置
す
れ
ば
ド
ラ

イ
バ
ー
の
乗

車
が
不
要
に

な
る
と
い
う

も
の
。
政
府

は
２
０
２
５

年
度
を
め
ど

に
、
全
国
の

お
よ
そ
４
０

カ
所
以
上
で

巡
回
バ
ス
な

ど
の
自
動
運

転
に
よ
る
移

動
サ
ー
ビ
ス

を
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
目

標
に
し

て
お
り
、

今
回
の

「
レ
ベ
ル
４
」
実
用
化
が

大
き
な
鍵
を
握
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で

は
ホ
ン
ダ
（
７
２
６
７
）

は
人
間
の
言
葉
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
理
解
し
て

自
動
で

走
行
す

る
、
世

界
初
の

技
術
を

搭
載
し

た
車
の

実
証
実

験
を
１

１
月
か

ら
始
め

て
い
る
。

ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
で
待

ち
合
わ

せ
場
所
を
伝
え
て
、
迎

え
に
来
る
よ
う
に
し
た

り
、
指
を
指
し
た
方
向

に
向
か
わ
せ
る
こ
と
な

ど
も
で
き
る
と
い
う
。

　

ア
イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
４
６
６
７
）は
中

部
国
際
空
港
島
に
お
い

て
、
自
動
運
転
の
社
会

実
装
を
見
据
え
た
実
証

実
験
に
参
画
、
日
本
電

計
（
９
９
０
８
）は
先
進

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム

（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
試
験
支
援

を
展
開
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
４

４
４
０
）は
自
動
運
転

／
進
安
全
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
の
開
発
や
組
込
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
開
発
し
て
い
る
。
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11
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

グロースで値幅を狙う

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
３
週
続
伸
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
週
間
で
１
０
６
３
円
上

昇
し
、
約
２
カ
月
ぶ
り
に
２
万
８
０
０
０
円
台

を
回
復
し
て
い
ま
す
。
米
中
間
選
挙
は
ね
じ
れ

議
会
に
な
る
と
の
見
方
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受

け
止
め
ら
れ
、
週
初
７
日
、
８
日
と
連
日
で
大

幅
に
上
昇
し

ま
し
た
。
９
日
、
１
０
日
は

反
動
安
に
な

り
ま
し
た
が
、
米
１
０
月

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
伸

び
が
予
想
を
下
回
り
長
期

金
利
が
急
低

下
、
米
国
株
が
急
騰
し
た

こ
と
を
受
け
、

週
末
は
８
０
０
円
を
超
え

る
上
昇
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
経
平
均

は
上
値
抵
抗
ゾ
ー
ン
を
明

確
に
上
抜
き
、
先

高
感
を
強
め
て
お
り
、
物

色
は
半
導
体
関
連

を
中
心
に
し
た
ハ
イ
テ

ク
・
グ
ロ
ー
ス
の

流
れ
で
商
い
も
活
況
で
す
。

ひ
と
月
の
デ
ー
タ

で
イ
ン
フ
レ
が
鎮
静
化
し

た
と
判
断
で
き
ま

せ
ん
が
、
下
押
せ
ば
買
い

が
入
り
や
す
い
状
況
で
、
週
明

け
も
堅
調
な
動
き
が
続
く
で
し

ょ
う
。
チ
ェ
ッ
ク
し
た
好
決
算

銘
柄
の
な
か
か
ら
、
中
小
型

グ
ロ
ー
ス
株
で
値
幅
を
狙

う
考
え
で
す
。　

 

花
咲 

翁

ア
ル
プ
ス
ア
ル
は
急
伸

新
車
向
け
製
品
増
で
大
幅
増
額

アルプスアルパイン
　　　　　　の日足チャート

　

週
明
け
３
１
日
、
ア

ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン

（
６
７
７
０
）
が
急
伸
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
８
３
５
０
億

円
か
ら
９
０
５
０
億
円

（
前
期
比
１
２
・
７
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

４
７
５
億
円
か
ら
５
０

０
億
円
（
同
４
２
．
０

％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
シ

ス
テ
ム
の
新
車
向
け
製

品
販
売
に
よ
る
売
上
増
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
開
発
費
の
回
収
な
ど

に
伴
う
営
業
利
益
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
る
。

大
平
金
赤
字
拡
大
で
無
配

　

大
平
洋
金
属
（
５
５

４
１
）
が
急
落
、
年
初

来
安
値
を
更
新
し
た
。

２
３
年
３
月
期
通
期
の

連
結
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
営
業
損
益
を
１
５

億
１
６
０
０
円
の
赤
字

か
ら
９
９
億
９
７
０
０

万
円
の
赤
字
（
前
期
４

８
億
６
０
０
万
円
の
黒

字
）
に
下
方
修
正
、
３

５
円
を
予
定
し
て
い
た

配
当
を
無
配
（
同
１
７

５
円
）
と
し
た
こ
と
が

嫌
気
さ
れ
た
。
原
燃
料

価
格
や
電
力
コ
ス
ト
高

騰
に
よ
り
５
９
億
６
３

０
０
万
円
の
減
損
を
計

上
す
る
こ
と
が
響
く
。

キーエンス２Q予想超

 
 

　

キ
ー
エ
ン
ス

（
６
８
６
１
）
が

急
反
発
。
２
３
年

３
月
期
第
２
四
半

期
累
計
の
連
結
営

業
利
益
は
２
４
１

４
億
８
３
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
２
２
・

３
％
増
）
と
市
場
予
想

を
上
回
り
、
年
間
配
当

を
２
０
０
円
か
ら
３
０

０
円
（
前
期
２
０
０
円
）

に
引
き
上
げ
た
。
欧
米

に
続
き
ア
ジ
ア
で
も
設

備
投
資
需
要
が
回
復
。

ＪＶＣＫＷ大幅上方修正
　

１
日
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

ケ
ン
ウ
ッ
ド
（
６

６
３
２
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２

３
年
３
月
期
の

業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
売

上
収
益
で
３
０

０
０
億
円
か
ら

３
３
０
０
億
円

（
前
期
比
１
７
・

０
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
９

５
億
円
か
ら
１

２
７
億
円
（
同

１
・
８
％
倍
）
へ
大
幅

に
上
方
修
正
し
た
。
米

国
で
公
共
安
全
市
場
向

け
が
伸
び
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
２
Ｑ
予
測
下
回
る

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
は
後
場
下
げ

に
転
じ
た
。
２
３
年
３

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
営
業
利
益
は
１

兆
１
４
１
４
億
４
４
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

３
４
・
７
％
減
）
と
市

場
予
想
を
下
回
り
、
大

幅
減
益
で
着
地
。
７
～

９
月
の
連
結
販
売
台
数

は
２
ケ
タ
の
伸
び
で
、

円
安
に
よ
る
増
益
要
因

も
あ
っ
た
が
、
資
材
高

騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が

収
益
を
圧
迫
し
た
。
発

行
株
式
０
・
８
％
に
あ

た
る
１
億
１
０
０
０
０

万
株
、
１
５
０
０
億
円

を
上
限
に
し
た
自
社
株

買
い
を
発
表
し
た
が
反

応
は
限
ら
れ
た
。

冶
金
工
は
ス
ト
ッ
プ
高

　

日
本
冶
金
工
業
（
５

４
８
０
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
３
年
３
月
期
通

期
の
連
結
営
業
利
益
を

２
０
０
億
円
か
ら
２
７

０
億
円
（
前
期
比
９
３
・

３
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

７
０
円
を
と
し
て
い
た

期
末
配
当
を
１
３
０
円

へ
引
き
上
げ
た
。
高
機

能
材
が
堅
調
で
受
注
価

格
改
定
効
果
が
顕
在
化
。

あ
じ
か
ん
２
Q
上
振
れ

 
 

　

２
日
、
あ
じ
か
ん
（
２

９
０
７
）
が
大
幅
に
４

日
続
伸
。
２
３
年
３
月

期
第
２
四
半
期
累
計
の

業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
２
３
５

億
円
か
ら
２
２
９
億
円

（
前
期
比
５
・
７
％
増
）
、

営
業
利
益
で
１
億
円
か

ら
２
億
４
０
０
０
万
円

（
同
７
．
７
倍
）
へ
修
正

し
た
。
自
社
製
品
が
拡

大
、
加
工
費
や
経
費
抑

制
効
果
が
表
面
化
し
た
。
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ソニーG大幅３日続伸
エンタメなど好調で上方修正ソニーグループ

　　　の日足チャート

 
 

　

２
日
、

ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ

（
６
７
５

８
）
が
大

幅
に
３
日

続
伸
。
２

３
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
１
１
兆

５
０
０
０

億
円
か
ら

１
１
兆
６

０
０
０
億
円
（
前
期
比

１
６
・
９
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
１
兆
１
１

０
０
億
円
か
ら
１
兆
１

６
０
０
億
円
（
同
３
・

５
％
減
）
へ
上
方
修
正

し
た
。
音
楽
分
野
、
映

画
分
野
、
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＆
サ
ー
ビ
ス
分
野

や
ゲ
ー
ム
＆
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
が
計
画

超
と
な
っ
た
。

Ｖ
キ
ュ
ー
ブ
一
転
４
割
減
益

　

ブ
イ
キ
ュ
ー
ブ
（
３

６
８
１
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
２
年
１
２
月
期
の
連

結
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

営
業
利
益
を
２
０
億
円

か
ら
８
億
円
（
前
期
比

４
０
・
８
％
減
）
に
下

方
修
正
、
一
転
し
て
大

幅
減
益
を
見
込
ん
だ
。

売
上
成
長
鈍
化
に
加
え
、

イ
ベ
ン
ト
Ｄ
Ｘ
事
業
で

マ
ー
ケ
ッ
ト
変
化
へ
の

適
応
に
時
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
か
ら
利
益
率

が
低
下
、
海
外
技
術
・

製
品
仕
入
な
ど
へ
の
為

替
の
影
響
も
マ
イ
ナ
ス

に
働
い
た
。
併
せ
て
、
Ｅ

Ｖ
充
電
器
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

新
会
社
を
設
立
す
る
と

発
表
し
た
が
反
応
薄
。

  

三
菱
自
は
利
益
予
想
増
額

　

週
末
４
日
、
三
菱
自

動
車
工
業
（
７
２
１
１
）

が
大
幅
に
４
日
続
伸
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

連
結
売
上
高
２
兆
３
５

０
０
億
円
（
前
期
比
２

４
・
１
％
増
）
は
据
え

置
い
た
が
、
営
業
利
益

で
１
１
０
０
億
円
か
ら

１
７
０
０
億
円
（
前
期

比
９
４
・
７
％
増
）
へ

上
方
修
正
し
た
。
半
導

体
不
足
の
影
響
や
船
腹

不
足
に
よ
る
販
売
台
数

減
少
や
原
材
料
価
格
高

騰
な
ど
の
リ
ス
ク
を
織

り
込
む
一
方
、
売
価
、

販
売
費
改
善
、
為
替
の

好
転
な
ど
を
反
映
し
た
。

バ
ン
ク
オ
ブ
イ
ノ
ベ
Ｓ
安

　

バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
４
３

９
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

新
作
Ｒ
Ｐ
Ｇ
「
メ
メ
ン

ト
モ
リ
」
の
へ
の
期
待

か
ら
株
価
は
約
５
倍
に

急
騰
し
た
が
、
１
０
月

１
８
～
３
１
日
の
課
金

高
が
速
報
ベ
ー
ス
で
３

５
億
円
だ
っ
と
発
表
し

た
こ
と
が
利
益
確
定
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
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11
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

～ 決 算 情 報 ～

第２四半期は１５．４％増収
ステンレス鋼線の需要が急回復

日本精線

　日本精線（５６５９）の２３年３月期の第
２四半期累計（４～９月）は連結売上高で２
４７億１２００万円（前年同期比１５．４％
増）、営業利益で１９億４２００万円（同１８．
５％減）、純利益で１４億１６００万円（同
１８．６％減）となった。ステンレス鋼線で
は受注急回復から自動車用途ばね用材など幅
広いアイテムが堅調に推移、金属繊維では半
導体関連業界向け超精密ガスフィルター
（NASclean）に対する需要の強さは継続して
いるものの、第２四半期に入りニッケルをは
じめとする資源の価格高騰に対し販売価格改
善の発現の遅れた。通期は売上高４８５億円
（前期比８．３％増）、営業利益４４億円（同４．
３％減）、純利益３０億８０００万円（同３．
１％減）の従来予想を据え置いた。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

ＳＱ値に注目

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は大幅続伸と
なりました。１０日発表の米１０月
消費者物価指数が市場予想を下回っ
たことでＦＲＢの利上げペース減速
が見込まれ米長期金利が急低下。為
替市場ではドル売りが進み、株価は
暴騰というサプライズな動きとなり
ました。日経平均は９月半ば以来の
２万８０００円台を回復しました。
　上値ターゲットは９月１３日～１
４日に残した２万８５３０円の窓埋めや
８月１９日～２２日に残した２万８９１
３円の窓埋めということになりそうです
が、１１月ＳＱ値である２万８２２５．
８６円で着地したことから、このＳＱ値
上を維持せねばなりません。
　個別では三井ハイテック（６９６６）
に注目します。ＥＶの駆動部分に使われ
る基幹部品のモーターコアの世界シェア

は約６割。４月高値から三段
下げを終え調整完了から上値
指向が伺えます。押し目買い
でしょう。

大
チ
タ
円
安
で
大
幅
増
額

大阪チタニウムの日足チャート

　

４
日
、
大
阪
チ
タ
ニ

ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
２
７
５
０
）
が
大
幅

に
５
日
続
伸
。
２
日
の

取
引
終
了
後
、
２
３
年

３
月
期
の
業
績
予
想
の

修
正
を
発
表
、
連
結
売

上
高
で
４
１
０
億
円
か

ら
４
３
０
億
円
（
前
期

比
５
０
・
６
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
１
８
億
円

か
ら
３
０
億
円
（
前
期

１
９
億
１
４
０
０
万
円

の
赤
字
）
へ
大
幅
に
上

方
修
正
し
た
。
為
替
相

場
が
円
安
基
調
で
推
移

し
た
こ
と
が
寄
与
す
る
。

ＺＨＤ２Q減益幅拡大
　

Ｚ
Ｈ
Ｄ
（
４
６
８

９
）
が
急
落
、
年

初
来
安
値
を
更
新

し
た
。
２
３
年
３

月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
営
業

利
益
は
９
９
４
億

７
８
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
１
３
・
８
％
減
）

と
２
桁
減
益
で
着
地
し

た
。
戦
略
投
資
が
収
益

を
圧
迫
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
広
告
も
伸
び
悩
ん
で

お
り
、
１
Ｑ
の
微
減
益

か
ら
減
益
幅
が
拡
大
、

直
近
３
カ
月
の
７
～
９

月
で
は
２
０
％
を
上
回

る
減
益
に
な
っ
て
い
る
。

 

帝人は利益大幅減額
　

週
明
け
７
日
、

帝
人
（
３
４
０

１
）
が
続
急
落
。

２
３
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
１
兆

円
か
ら
１
兆
５

０
０
億
円
（
前

期
比
１
３
・
４

％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
５
０

０
億
円
か
ら
２

５
０
億
円
（
同

４
３
．
４
％
減
）
へ
大

幅
に
下
方
修
正
し
た
。

マ
テ
リ
ア
ル
セ
グ
メ
ン

ト
で
米
欧
拠
点
で
の
労

働
需
給
逼
迫
に
よ
る
生

産
性
悪
化
、
欧
州
天
然

ガ
ス
を
中
心
と
し
た
原

燃
料
価
格
の
さ
ら
な
る

高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど

が
利
益
を
圧
迫
す
る
。

イ
ン
ソ
ス
分
割
実
質
増
配

　

イ
ン
ソ
ー
ス
（
６
２

０
０
）
が
ス
ト
ッ
プ
高

ま
で
買
わ
れ
最
高
値
を

更
新
し
た
。
１
２
月
３

１
日
を
基
準
日
と
し
て

１
株
を
２
株
に
株
式
分

割
す
る
と
発
表
し
た
。

同
時
に
発
表
し
た
２
３

年
９
月
期
の
連
結
業
績

は
、
売
上
高
１
１
０
億

５
０
０
０
万
円
（
前
期

比
１
７
・
３
％
増
）
、
営

業
利
益
３
７
億
３
０
０

０
万
円
（
同
１
０
．
８

％
増
）
と
２
ケ
タ
増
収

増
益
を
見
込
み
、
期
末

期
末
一
括
配
当
は
１
２

円
５
０
銭
（
前
期
実
績

２
１
円
５
０
銭
）
を
計

画
し
て
お
り
、
株
式
分

割
を
考
慮
す
る
と
実
質

増
配
と
な
る
。
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三相電機

２Ｑ増収で営業増益確保
導体製造装置用ポンプ好調持続

ハリマ化成Ｇ

増収効果で２ケタ超増益
粘接着剤用樹脂伸び値上げも進む

　三相電機（６５１８）の２３年３月期第２
四半期累計の連結決算は、売上高８５億１６
００万円（前年同期比８．２％増）、営業利益
４億２９００万円（同６．６％増）、最終利益
３億４２００万円（同３２．２％減）で着地した。
半導体製造装置用ポンプが好調持続、工作機
機械向けモータも省力・自動化投資需要を背
景に堅調で、部材安定調達へのサプライチェ
ーン確立と原材料価格上昇に対応した値上げ
により営業増益を確保した。最終減益は前年
同期に固定資産売却益を計上していたため。
　通期は売上高１７２億円（前期比０．６％増）、
営業利益９億７０００万円（同２０．３％増）、
最終利益７億３０００万円（同１７．５％減）
と従来予想を据え置いた。期末一括配当は２
５円を継続。

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２３年
３月期第２四半期の連結決算は、売上高４６
８億９７００万円（前年同期比２９．０％増）、
営業利益２１億９９００万円（同１２．９％増）、
最終利益１４億９１００万円（同１９．１％増）
で着地した。欧米で粘接着剤用樹脂が伸び、
製紙用薬品も堅調に推移、原材料価格高騰に
対応した販売価格の引き上げも進み、大幅な
増収により２ケタ超の増益を確保した。
　通期は売上高９９０億円（前期比３０．１
％増）、営業利益２７億円（同１６．９％減）、
最終利益２５億円（同４３．２％増）と前回
予想を据え置いた。エネルギー・原材料価格
高騰の影響を織り込み保守的に見積もった。
配当は第２四半期末、期末各々２１円、年間
４２円（前期３８円）を計画。

今
３
月
期
大
幅
上
方
修
正
し
増
配

サ
ン
リ
オ
大
幅
高
で
新
値

サンリオの日足チャート

 
 

 

　

７
日
、
サ
ン
リ
オ

（
８
１
３
６
）
が
大
幅

高
で
年
初
来
高
値
を
更

新
し
た
。
２
３
年
３
月

期
第
２
四
半
期
累
計
の

連
結
決
算
は
計
画
を
上

回
っ
て
着
地
、
通
期
予

想
を
連
結
売
上
高
で
５

７
４
億
円
か
ら
６
２
３

億
円
（
前
期
比
１
８
・

１
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
４
７
億
円
か
ら
７

０
億
円
（
同
２
・
８

倍
）
へ
大
幅
に
上
方
修

正
し
た
こ
と
が
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な

っ
た
。
海
外
と
国
内
需

要
が
想
定
以
上
に
堅
調

に
推
移
し
て
お
り
、
予

想
を
上
Ｍ
割
る
収
益
拡

大
に
伴
い
、
第
２
四
半

期
末
、
期
末
配
当
を

各
々
１
０
円
か
ら
１
５

円
に
引
き
上
げ
、
年
間

配
当
を
２
０
円
か
ら
３

０
円
に
増
配
す
る
こ
と

も
好
感
さ
れ
た
。

住友精化６期ぶり最高益

 
 

 
 

　

８
日
、
住
友

精
化
（
４
０
０

８
）
が
大
幅
高

で
年
初
来
高
値

を
更
新
し
た
。

２
３
年
３
月
期

通
期
の
連
結
業

績
に
つ
い
て
、

営
業
利
益
を
７

０
億
円
か
ら
１

１
０
億
円
（
前

期
比
３
６
％

増
）
に
大
幅
に

上
方
修
正
、
６

期
ぶ
り
最
高
益

更
新
を
見
込
ん

だ
。
吸
水
性
樹
脂
の
販

売
価
格
引
き
上
げ
と
円

安
に
よ
る
為
替
差
益
が

収
益
を
押
し
上
げ
て
お

り
、
年
間
配
当
も
１
２

０
円
か
ら
２
０
０
円

（
前
期
実
績
は
１
２
０

円
）
に
増
配
す
る
。

レ
ノ
バ
直
近
３
カ
月
減
益

　
レ
ノ
バ
（
９
５
１
９
）

が
急
反
落
。
２
３
年
３

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
決
算
は
、
営
業

利
益
７
４
億
２
６
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
８

４
・
９
％
増
）
と
利
益

が
急
拡
大
し
た
が
、
直

近
３
カ
月
の
７
～
９
月

期
は
１
４
％
強
の
減
益

と
な
っ
た
。
第
１
四
半

期
に
四
日
市
ソ
ー
ラ
ー

の
権
益
売
却
益
を
計
上

た
反
動
が
出
て
い
る
。

多
摩
川
量
子
セ
ン
サ
ー
実
証

 
 

 
 

 

　

多
摩
川
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
６
８
３
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
東
京

大
学
で
量
子
セ
ン
サ
ー

向
け
ア
ル
カ
リ
原
子
マ

イ
ク
ロ
セ
ル
の
実
証
に

成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

量
子
セ
ン
サ
ー
は
次
世

代
の
超
高
感
度
な
セ
ン

サ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
お
り
、
宇
宙
の
暗
黒

物
質
の
ダ
ー
ク
マ
タ
ー

探
索
の
た
め
の
試
験
で

良
好
な
結
果
を
得
た
。
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荒川化学工業

原料価格高騰で最終赤字
ポートフォリオ見直し収益再建急ぐ

Ｔ Ｏ Ａ

下期から価格改定効果
今3月期通期大幅増益予想変えず

　荒川化学工業（４９６８）の２３年３月期
第２四半期累計の連結決算は、売上高４１７
億１２００万円（前年同期比５．２％増）、最
終損益１２億２５００万円の赤字（前年同期
１７億３３００万円の黒字）で着地した。
　ロジンや天然ガス、水素価格の高騰が損益
を圧迫、スマホや自動車などユーザー業界の
生産調整に伴い高採算の光硬化型樹脂の販売
も低迷した。さらに、欧州の水素化石油樹脂
製造終了に伴い減損損失を計上したことで最
終赤字に転落した。
　通期は売上高８３０億円（前期比３．１％増）、
最終損益３５億円の赤字（同１５億２００万
円の黒字）を見込んだが、年間配当４８円は
据え置いた。「事業ポートフォリオを見直し収
益再建を急ぐ」（宇根高司社長）としている。

　ＴＯＡ（６８０９）の２３年３月期の第２四
半期累計（４～９月）決算は連結売上高で２
０３億７００万円（前年同期比７．２％増）、
営業利益で４５００万円（同１８．５％減）、
純利益で６億２９００万円（同３６．６％増）
となった。国内では空港施設や防災向けが減
少したものの、インドネシアを中心としたイ
スラム圏ではラマダン需要を取り込んだが、
部材調達コスト増が圧迫、土地売却益の計上
で純利益は大幅増益となった。大阪取引所で
の会見の席上、竹内一弘社長は「下期は４月
からの価格改定効果が表面化する」として、
豊富な受注残からも通期は売上高４４０億円
（前期比７．７％増）、営業利益２９億円（同３４．
３％増）、純利益２２億５０００万円（同５３．
４％増）の従来予想は達成できるとしている。

越境ＥＣ拡大で最高益見込む

ＢＥＥＮＯＳはＳ高新値ＢＥＥＮＯＳの日足チャート

 
 

 

　

９
日
、

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｓ
（
３

３
２
８
）

が
ス
ト
ッ

プ
高
で
年

初
来
高
値

更
新
。
２

３
年
９
月

期
の
連
結

営
業
利
益

４
５
億
円

（
前
期
比

１
３
・
７

倍
）
と
急

拡
大
を
見
込
ん
だ
。
前

期
は
投
資
損
失
を
計
上

し
た
こ
と
で
８
割
減
益

と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

が
、
越
境
Ｅ
Ｃ
の
拡
大

で
売
上
高
は
２
ケ
タ
超

の
成
長
を
続
け
て
お
り
、

今
期
は
一
気
に
過
去
最

高
利
益
を
更
新
す
る
。

任
天
堂
増
額
も
減
益
予
想
嫌
気

　
任
天
堂
（
７
９
７
４
）

が
反
落
。
２
３
年
３
月

期
の
連
結
業
績
に
つ
い

て
、
純
利
益
で
３
４
０

０
億
円
か
ら
４
０
０
０

億
円
（
前
期
比
１
６
・

３
％
減
）
へ
上
方
修
正

し
た
が
、
減
益
予
想
を

変
え
て
い
な
い
こ
と
が

嫌
気
さ
れ
た
。
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
収
入
は
安
定
的

に
推
移
し
た
が
、
ス
マ

ー
ト
デ
バ
イ
ス
向
け
課

金
が
減
少
し
て
い
る
。

Ｊリース実質最高値

 
 

 
 

　

ジ
ェ
イ
リ
ー
ス

（
７
１
８
７
）
が

急
伸
、
実
質
最
高

値
を
更
新
し
た
。

２
３
年
３
月
期
第

２
四
半
期
累
計
の

連
結
決
算
は
、
営

業
利
益
１
２
億
１
７
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

３
７
・
８
％
増
）
と
計

画
を
上
回
り
、
大
幅
増

益
で
過
去
最
高
益
を
更

新
し
た
。
主
力
の
住
居

用
賃
料
保
証
が
堅
調
に

推
移
。
成
長
分
野
の
事

業
用
賃
料
保
証
も
順
調

に
拡
大
し
た
。

住
友
ゴ
ム
大
幅
下
方
修
正

 
 

 
 

　

１
０
日
、
住
友
ゴ
ム

工
業
（
５
１
１
０
）
が

急
落
。
２
２
年
１
２
期

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
収
益
で
１
兆
１
４

５
０
億
円
か
ら
１
兆
１

０
０
０
億
円
（
前
期
比

１
７
・
５
％
増
）
、
営

業
利
益
で
３
１
０
億
円

か
ら
１
３
０
億
円
（
同

７
５
・
０
％
減
）
へ
大

幅
に
下
方
修
正
し
た
。

北
米
や
中
国
な
ど
の
タ

イ
ヤ
需
要
が
鈍
化
傾
向

に
あ
り
、
利
益
面
で
も

影
響
を
受
け
て
い
る
。

広
済
堂
Ｈ
Ｄ
68
％
営
業
増
益

 

 
 

　

広
済
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
７
８
６
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
３

年
３
月
期
第
２
四
半
期

累
計
決
算
を
発
表
、
連

結
営
業
利
益
で
前
年
同

期
比
６
７
・
６
％
増
の

１
１
億
９
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
広
済
堂
ラ

イ
フ
ウ
ェ
ル
と
グ
ラ
ン

セ
レ
モ
東
京
が
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
た
。
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タクミナ

第２四半期１８％営業増益
二次電池向け過去最大の受注残

乳製品価格上昇が圧迫
実質大幅減益も年２０円配継続

六甲バター

　六甲バター（２２６６）の２２年１２月期
第３四半期累計の単体決算は、売上高２９９
億１３００万円、営業利益１億７５００万円、
最終利益１億８６００万円で着地、会計基準
変更で比較はないが、実質減収大幅減益だった。
　食品など生活必需品の相次ぐ値上げにより
消費者の節約志向が継続、主要産地の生乳生
産量減少とエネルギーや飼料・肥料価格の高
騰に加え、急激な円安による国際乳製品価格
の上昇が収益を圧迫した。エネルギーや原材
料価格の高止まりは乳製品相場の一段の上昇
要因となるため、今後の国際的な乳製品需給
動向を注視していくとしている。
　通期は売上高４０２億円、営業利益３億５
０００万円、最終利益２億円と従来予想を据
え置いた。期末一括配当は２０円を継続。

　タクミナ（６３２２）の２３年３月期の第
２四半期累計（４～９月）決算は連結売上高
で４２億７９００万円（前年同期比８．４％増）、
営業利益で５億４８００万円（同１８．２％増）、
純利益で３億５６００万円（同１０．８％増）
となった。主力製品の「スムーズフローポン
プ」が拡大、特に海外では韓国の二次電池業
界における設備投資の動きが継続しており、
「スムーズフローポンプ」の受注を着実に積み
上げており、全体では「過去最大の受注残」（山
田圭祐取締役副社長）を確保している。
　通期は売上高９５億円（前期比９．５％増）、
営業利益１２億１０００万円（同０．６％減）、
純利益８億４０００万円（同４．６％減）と
設備投資による投資負担増を考慮して減益の
従来予想を据え置いた。

需
要
好
調
で
大
幅
上
方
修
正

フ
ジ
ク
ラ
Ｓ
高
で
新
値

フジクラの日足チャート

 
 

 

　

１
０
日
、
フ
ジ
ク
ラ

（
５
８
０
３
）
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ま
で
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わ
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、
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来
高
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２
３
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３
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連
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営
業
利
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３
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３
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同
期

比
８
９
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６
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従
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予
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通
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計
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０
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５
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９
％
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デ
ー
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Ｔ
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向
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け
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る
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収
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配
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６
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上
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半導体関連軒並み高

 
 

 
 

　

週
末
１
１
日
、

レ
ー
ザ
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テ
ッ
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（
６
９
２

０
）
の
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昇
率

が
１
６
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超

え
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ほ
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、
東
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８
０
３

５
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ド
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５
７
）
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導
体
関
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予
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を
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、
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デ
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ル
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導
体

関
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、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
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１
０
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を
超
え
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上
昇
に
な
っ
た
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ベ
ネ
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ト
大
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９
３
４
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落
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０
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０
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９
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０
０
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０
０
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７
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２
％
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）

へ
大
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に
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。
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ボ
ッ
ト
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想
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し
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確
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し
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。
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９

０
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プ
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。
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Ｔ
Ｔ
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と
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一
時

金
１
４
８
０
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と
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ル
ス
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ン
・
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ィ

ー
３
１
億
１
３
８
０
万

円
、
販
売
額
に
応
じ
た

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
を
受

け
る
。
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２Qは２２．３％営業増益
社会インフラや民間受注が堅調に推移

英　和

２Ｑ２割増収５割営業増益
さい帯保管貢献で収益急拡大続く

ステムセル研究所

第２四半期は８．０％増収
期末一括配当１２０円に大幅引上げ

日本トリム

第２四半期営業益７．９倍
売上高拡大に伴い稼働率も向上

あじかん

　日本トリム（６７８８）の今２２年３月期
の第２四半期（４～９月）は、連結売上高で
９０億８１００万円（前年同期比８．０％増）、
営業利益で１２億２０００万円（同０．６％増）、
純利益で８億４７００万円（同４１．８％減）
となった。整水器販売事業では、ＣＭ費用発生
や、体制強化に向けた人的投資、部材調達コ
ストの増加があり、前期において中国病院運
営事業関連の債権譲渡とステムセル研究所の
株式売り出しにより税金費用が減少した特殊
要因による反動で純利益では大幅な減益なっ
た。通期は売上高１８１億３０００万円（前
期比１１．４％増）、営業利益２５億円（同２
５．１％増）、純利益１６億円（同１７．６％
減）の従来予想を据え置いたが、期末一括配
当は６０円から１２０円（前期６０円）へ引
き上げた。

　あじかん (２９０７)の２３年３月期の第２
四半期は連結売上高で２２９億１２００万円
（前年同期比５．７％増）、営業利益２億４５
００万円（同７．９倍）、純利益４億９０００
万円（同７．５倍）と大幅な増益となった。
　支店制導入により、コンビニエンスストア
やスーパーマーケットを中心とした中食業態
や、回転ずしチェーンを中心とした外食業態
への提案・販売促進活動を強化、行動制限の
緩和により、仕出し・給食業態の需要が回復
基調にあることに加え、売上高の拡大に伴う
生産稼働率の向上に加え、歩留まり率の改善
なども利益を押し上げた。
　通期は売上高４７０億円（前期比３．７％増）、
営業利益で６憶円（同７．１％増）へ、純利
益で５憶円（同２１．３％減）の従来予想を
据え置いている。

　英和（９８５７）の２３年３月期の第２四
半期（４～９月）は連結売上高で１７３億９
９００万円（前年同期比１０．３％増）、営業
利益で４億５０００万円（同２２．３％増）、
純利益で２億９７００万円（同２５．４％増）
となった。
　商品の長納期化の影響を見越した顧客の先
行発注の動きが継続し、社会インフラ市場や
民間向けの受注は堅調に推移。また化学業界
や建設・プラント業界向けにコンビナートエ
リアでの定期修理に伴うリプレイス需要やデ
ジタル技術の導入に伴う機器の販売が堅調に
推移した。
　通期は連結売上高で４００億円（前年同期
比７．０％増）、営業利益で１８億円（同１５．
２％増）、純利益で１２億円（同１２．５％増）
と期初の予想を変更していない。

　ステムセル研究所（７０９６）の２３年３
月期第２四半期累計の単体決算は、売上高１
０億３６００万円（前年同期比１９．８％増）、
営業利益１億６３００万円（同４８．５％増）、
最終利益１億１０００万円（同８０．７％増）
と大幅増収増益になった。
　さい帯保管サービスが着実に業績に貢献、
売上高は過去最高となり、利益も急拡大が続
いた。従来の３倍の規模に対応する横浜細胞
処理センターと第二保管センターの運用体制
を強化、デジタルとリアルマーケティングを
ミックスしたクロス・マーケティングにより、
一段の取り扱い拡大へ備えている。
　通期は売上高２１億４０００万円（前期比
２０．１％増）、営業利益３億４１００万円（同
５０．４％増）、最終利益２億１５００万円（同
６０．８％増）と従来予想を据え置いた
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石炭価格上昇で上方修正
２３年３月期６５％増収、営業益３．７倍

三井松島ＨＤ

今期上方修正で最高業績
半導体デバイスの伸び際立ち円安も

立花エレテック

２３年３月期大幅上方修正
主要得意先からの受注は好調

昭栄薬品

第２四半期売上高過去最高
海外拡大、国内も持ち直し通期増額

大和ハウス工業

　大和ハウス工業（１９２５）の２３年３月
期第２四半期累計の連結決算は、売上高２兆
２６１３億２９００万円（前年同期比１０．
７％増）、営業利益１５４６億３９００万円（同
３．６％減）、最終利益１０５９億９４００万
円（同１．５％減）で着地した。資材価格高
騰による原価率の悪化や退職数理差異の影響
でわずかながらも減益になったが「米国住宅
を中心に海外事業が拡大し、国内もコナカか
ら持ち直した」（芳井敬一社長）としており、
全事業増収で売上高は過去最高を達成。
　通期は売上高を４兆５８００億円から４兆
７６００億円（前期比７．２％増）、営業利益
を３５００億円から３６００億円（同６．１
７％減）、最終利益を２１８０億円から２２６
０億円（同０．３％増）に上方修正した。配
当は年間１３０円（前期１２６円）を予定。

　昭栄薬品（３５３７）は今２３年３月期の
業績予想を連結売上高で２０５億５５００万
円から２３８億８３００万円（前期比１２．
９％増）へ、営業利益で２億６１００万円か
ら４億１６００万円（前期比１２．９％増）へ、
純利益で２億７７００万円から４億３５００
万円（同２４．８％減）へ大幅に上方修正。
予想を上回る収益拡大に伴い、期末一括配当
を２４円から３２円（前期は特別配当１８円
を含む４２円）へ引き上げた。
　界面活性剤業界の生産・販売活動が堅調に
推移するなかで、主要得意先からの受注は好
調で、オレオケミカルを中心とした原材料価
格（天然油脂相場価格）が高値圏で推移した
ことも寄与。円安や海外経済の回復を背景に
自動車関連や繊維油剤関連の主要得意先から
の受注が順調に推移している。

　三井松島ホールディングス（１５１８）は
２３年３月期の業績予想の修正を発表、連結
売上高で７００億円から７７０億円（前期比
６５．３％増）へ、営業利益で２３２億円か
ら３１０億円（同３．７倍）へ、純利益で１
５０億円から１８０億円（同３，３倍）へ上
方修正、期末配当を１５０円から１９０円（前
年同期８０円）へ引き上げた。
　生活関連事業の日本カタン（電力関連資材
分野）の子会社化効果に加え、石炭生産分野
での石炭価格の上昇などが寄与。営業外費用
に支払利息７４００万円を計上したものの、
営業外収益に為替差益５億７００万円を計上
しており、第２四半期累計では売上高３３４
億３７００万円（前年同期比５６．２％増）、
営業利益１１８億７９００万円（同４．５倍）
と大幅増益を計上した。

　立花エレテック（８１５９）は２３年３月
期の業績予想を連結売上高で従来予想の１９
５０億円から２１５０億円（前期比１１．２
％増）へ、営業利益で６７億５０００万円か
ら８０億円（同１９．２％増）へ、純利益で
５０億円から６２億円（同２０．５％増）へ
上方修正した。各項目で過去最高となるが、
大阪取引所での決算発表の席上、布山尚伸社
長は「半導体デバイスの伸びが際立った」とし、
円安から為替差益の発生なども寄与している。
　第２四半期累計（４～９月）は売上高１１
００億３８００万円（前年同期比２０．８％
増）、営業利益で４８億１００万円（同７６．
２％増）、純利益４１億３２００万円（同９０．
９％増）と第２四半期として過去最高で、配
当も当初計画の３０円から４０円（前年同期
３０円）に増配している。
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第２四半期２ケタ相州増益
家庭・工業・業務用とも伸びる

ＤｍＭｉＸ

第３四半期１３％営業増益
ワクチン接種関連業務受託が好調

新コスモス電機

　ダイレクトマーケティングミックス（７３５
４）の２２年１２月期の第３四半期累計（１～
９月）決算は、連結売上収益で２６１億６００
万円（前年同期比１３．３％増）、営業利益で
４８億１１００万円（同１３．１％増）、純利
益で３０億１４００万円（同２．７％増）とな
った。
　マーケティング事業では既存顧客や新規クラ
イアント向け業務受託が順調に推移したほか、
新型コロナウイルスワクチン接種関連の業務受
託などが業績向上に寄与。オンサイト事業では
近年の労働環境の変化により営業人材の派遣ニ
ーズは底堅く推移した。
　通期は売上収益で３３５億円（前期比１０．
６％増）、営業利益で５５億円（同１５．１％増）、
純利益で３７億７０００万円（同１７．２％増）
と従来予想を据え置いた。

　新コスモス電機（６８２４）の２３年３月
期第２四半期（４～９月）連結決算は、売上
高で１８０億２８００万円（前年同期比１２．
８％増）、営業利益で２９億６００万円（同１
６．２％増）、純利益で１９億４８００万円（同
１７．５％増）と２ケタ増収増益なった。
　家庭用ガス警報器関連では海外市場向け都市
ガス用警報器やガスセンサが好調に推移、工業
用定置式ガス検知警報機関連ではエレクトロニ
クス業界向けが伸長。業務用携帯型ガス検知器
関連では国内の鉄鋼業界や海外市場で販売が増
加している。
　通期予想については売上高３６２億７８０
０万円（前期比５．７％増）、営業利益４３億
３００万円（同２０．８％減）、純利益２４億
５８００万円（同３４．９％減）と従来予想
を据え置いた。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

米１０月ＣＰＩは
　予想を下回ったが…

ま
ず
は
２
万
８
０
０
０
円
台
固
め

は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
に
注
意

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
０
６
３
円
高
と
３
週
連
続
で

上
昇
し
た
。
こ
の
上
昇
の
要
因
は

１
０
日
に
発
表
に
な
っ
た
米
１
０

月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
が
予
想
を
下
回
り
イ
ン

フ
レ
の
峠
を
越
え
た
と
い
う
見
方

が
強
ま
り
長
期
債
の
利
回
り
が
低

下
、
株
価
を
押
し
上
げ
た
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
で
１
２
０
０

ド
ル
高
す
る
な
ん
て
意
外
感

は
強
い
。
買
い
が
買
戻
し
を

呼
ぶ
踏
み
上
げ
相
場
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
近

は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
や
Ｈ

Ｆ
Ｔ
（
超
高
速
取
引
）
の
影
響
で
そ

の
日
の
ト
レ
ン
ド
は
一
方
通
行
に

な
り
や
す
い
。
踏
み
上
げ
る
時
は

日
中
で
も
大
き
な
下
げ
を
作
ら
ず
、

買
戻
し
を
催
促
す
る
よ
う
に
右
肩

上
が
り
で
上
昇
し
て
い
く
。
今
回

も
そ
れ
に
当
て
は
ま
り
、
短
期
筋

の
売
り
は
買
戻
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
は
為
替
も
一
気
に
１
ド
ル

１
４
０
円
割
れ
の
急
激
な
円
高
に

動
い
て
い
た
の
で
、
一
旦
円
売
り

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
手
仕
舞
い
さ
れ
ら

れ
た
投
資
家
も
多
そ
う
だ
。
日
銀

に
し
て
み
れ
ば
ひ
と
ま
ず
胸
を
な

で
お
ろ
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
先
週
は

ど
ち
ら
か
に
大
き
く
動
き

や
す
い
状
況
で
は
あ
っ
た

が
米
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
材
料
で
こ
こ

ま
で
上
に
一
気
に
動
く
の
は

違
和
感
が
あ
る
。

　

米
国
で
は
ま
だ
労
働
市
場

を
見
る
と
、
求
人
は
逼
迫
し

賃
金
も
上
昇
傾
向
を
変
え
て

な
い
。
イ
ン
フ
レ
が
完
全
に

抑
制
で
き
て
い
る
状
況
で
な

い
中
で
一
つ
の
指
標
で
株
価
が
急

騰
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
は
し
ゃ
ぎ

過
ぎ
る
と
更
な
る
利
上
げ
に
も
耐

え
ら
れ
る
安
定
性
が
あ
る
と
Ｆ
Ｒ

Ｂ
に
理
解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

株
価
の
動
向
も
イ
ン
フ
レ
抑
制
の

判
断
材
料
の
一
つ
と
パ
ウ
エ
ル
議

長
も
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
は

し
ゃ
ぎ
過
ぎ
に
は
注
意
し
た
い
。

　

日
経
平
均
株
価
は
１
３
週
移
動

平
均
線
（
２
万
７
５
２
０
円
処
）
、

２
６
週
移
動
平
均
線
（
２
万
７
３

４
６
円
処
）
、
５
２
週
移
動
平
均
線

（
２
万
７
４
４
１
円
処
）
を
大
き
く

陽
線
で
抜
け
て
き
て
転
換
足
を
示

現
し
た
。
日
足
で
も
右
肩
上
が
り

の
７
５
日
移
動

平
均
線
（
２
万

７
６
２
４
円
処
）

を
５
日
移
動
平

均
線
（
２
万
７

７
６
５
円
処
）

が
抜
い
て
ゴ
ー

ル
デ
ン
ク
ロ
ス

を
示
現
、
相
場

の
強
さ
を
表
し

て
い
る
。
ボ
リ

ン
ジ
ャ
ー
バ
ン

ド
で
は
上
昇
す
る
＋
２
σ
（
２
万
８

０
７
７
円
処
）
を
超
え
て
き
た
た

め
一
旦
は
調
整
す
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
拡
大
す
る
＋
２
σ
に
沿
っ

た
動
き
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

　

上
値
メ
ド
と
し
て
は
９
月
１
２

日
に
付
け
た
窓
埋
め
（
２
万
８
４

３
８
・
３
７
円
）
、
節
目
の
２
８
５

０
０
円
、
１
３
日
の
戻
り
高
値
（
２

万
８
６
５
９
・
７
６
円
）
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。
一
方
、
下
値
は
節
目

の
２
８
０
０
０
円
、
５
日
移
動
平

均
線
、
ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ド
の

＋
１
σ
（
２
万
７
７
１
９
円
処
）
、

７
５
日
移
動
平
均
線
（
２
万
７
６

２
４
円
処
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
７
７
０

０
円
～
２
万
８
７
０
０
円
を
予
想

す
る
。
急
騰
後
の
調
整
で
２
万
８

０
０
０
円
台
を
固
め
る
展
開
を
想

定
す
る
。　
　
　

　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～忘年会シーズン～
 

　

１
１
月
に

入
っ
て
か
ら
忘
年
会
の
話
が

増
え
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

こ
の
数
年
間
は
年
末
年
始
に

か
か
わ
ら
ず
人
と
会
う
こ
と

す
ら
躊
躇
っ
て
い
た
が
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
自
由
に
行
動

で
き
る
今
年
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
。

　

た
だ
、
取
材
先
で
入
社
後

数
年
の
新
人
社
員
と
会
話
す

る
機
会
が
何
度
が
あ
っ
た
が
、

「
入
社
以
来
、
忘
年
会
や
新
年
会
は
一
度
も
無
か
っ
た
」
、

「
仮
に
飲
み
会
が
あ
っ
て
も
、
行
き
た
く
無
い
」
と
の
話

を
聞
い
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
だ
。

　

筆
者
が
新
人
の
駆
け
出
し
時
代
は
、
忘
年
会
は
社
内
行

事
の
一
環
で
参
加
す
る
の
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
し
、

社
員
同
士
の
交
流
が
増
え
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と

思
っ
て
い
た
。
今
じ
ゃ
在
宅
勤
務
で
社
員
同
士
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
会
社
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
時

代
の
変
化
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
筆
者
が
今
の

時
代
に
新
人
だ
っ
た
ら
、
「
飲
み
会
な
ん
て
面
倒
」
と
感

じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
っ
た
生
活
環
境
は
完
全
に
も
と
に
戻

ら
な
い
が
、
こ
の

１
０
年
先
に
な
る

と
更
に
人
と
の
繋

が
り
が
希
薄
化
し

て
、
そ
れ
が
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
懸
念
し
て
い
る
。

ＴＯＡのブース

国際放送機器展Inter BEEに出展

 

Ｔ Ｏ Ａ

特別視聴ブースで最新モデル

　

Ｔ
Ｏ
Ａ
（
６
８
０
９
）
は
１
１
月

１
６
日
か
ら
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
る
「
国
際
放
送
機
器
展　

Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ　

２
０
２
２
」

に
出
展
す
る
。

　

今
回
で
５
８
回
目
を
迎
え
る
同

展
示
会

は
日
本

随
一
の

音
と
映

像
と
通

信
の
プ

ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ

ナ
ル
展

と
し
て
、
最
新
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
国
内
外
か
ら
一
堂
に
会
す
る

国
際
展
示
会
。
Ｔ
Ｏ
Ａ
は
ブ
ー
ス
で

の
一
般
展
示
の
ほ
か
、
特
別
試
聴

ブ
ー
ス
を
用
意
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
「
Ｍ

Ｅ‐

５
０
シ
リ
ー
ズ
」
の
２
０
２

２
年
度
モ
デ
ル
の
音
を
試
聴
で
き

る
。

　

Ｍ
Ｅ‐

５
０
シ
リ
ー
ズ
は
正
確

な
音
を
再
生
す
る
た
め
に
開
発
さ

れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、
そ
の
高
い

解
像
度
は
プ
ロ
に
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
最
新
モ
デ
ル
で
は
パ

ワ
ー
ア
ン
プ
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、

理
想
的
な
駆
動
環
境
を
実
現
。
〝
再

生
音
の
原
器
〟
を
目
指
し
、
進
化

し
続
け
る
そ
の
音
を
体
感
で
き
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

トータルパフォーマンスに優れる

スリクソンＺ－ＳＴＡＲシリーズ
住
友
ゴ
ム
工
業

スリクソンＺ－ＳＴＡＲシリーズ

 

　住友
ゴム工
業（５
１１０）
グルー
プのダ
ンロッ
プスポ
ーツマ

ーケティングは、コアの硬度分布を二段階に
最適化した新開発「ファストレイヤーＤ．Ｇ．
（ディージー）」コアで、飛距離・コントロー
ル性能・打球感が向上したゴルフボールＮＥ
Ｗ「スリクソンＺ－ＳＴＡＲシリーズ」の３
モデルを２０２３年２月１０日から販売す
る。
　ＮＥＷ「スリクソンＺ－ＳＴＡＲシリーズ」
は、プロや競技者、アスリートマインドを持
つゴルファーをターゲットに、トータルパフ
ォーマンスに優れたゴルフボール。今回、ス
ピンコントロール系ボール使用者のニーズに
応えるべく３種類をラインアップしている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

積極財政とは成長投資
増税と緊縮財政で日本は衰退

支
出
の
経
済
効
果
を
精
査
必
要

アドバンスト・メディア
　　　　　の日足チャート

　政府は２
０２２年度
第２次補正
予算案を決
めた。電気
代やガス代
の抑制策な

どを中心に一般会計の追加歳出は２８兆９２２
２億円にのぼる。
　２２兆８５２０億円は新たに国債を発行する。
２３年１月に始める電気代と都市ガス料金の負
担軽減にそれぞれ２兆４８７０億円、６２０３
億円を充てる。ガソリンや灯油価格の上昇を抑
える補助金の延長に３兆２７２億円を計上した。
　半導体支援策の概要も分かった。日米が連携
する次世代研究拠点の整備に約３５００億円、
先端品の生産拠点の支援に約４５００億円を盛
る。製造に欠かせない部素材の確保にも３７０
０億円を充て、計１．３兆円を投じる。経済安
全保障上の重要性が高まる半導体の国内供給網
の構築を進める。
　第２次補正予算案は蓄電池、永久磁石、レア
アースなどの供給網の多様化にも１兆円規模を
計上する。２２年度の税収は６８兆３５９０億
円と３年続けて過去最大を更新する。一方で２
２年度の新規国債の発行額は６２兆４７８９億
円と過去２番目の規模となる。
　３度の補正を組んだ２０年度は、当初も含め
た一般会計総額が１７５．６兆円と過去最大と

なった。
２１年
度も１
４２．
５兆円
まで膨
らんだ。
２２年
度も補
正後は
１３９．
２兆円

と異例の規
模が続く。
　しかし２
０～２１年
度は決算で
見ると２割
弱を使い切
れずに翌年
度に繰り越
したり、不
用額として
国庫に返納
したりした。
繰り越しが
多額になれ
ば、景気を
押し上げる
効果は限ら
れる。どう
いった財政支出が経済効果にどれだけ直
結するか精査する必要がある。何年かか
ろうとも日本の成長に欠かせない取り組
みに資金を惜しんではならない。
　それとスピードも重要だ。日本の失わ
れた３０年は日本の将来への投資を怠っ
たことだ。積極財政とは成長への投資で
ある。企業が研究開発や成長分野への投
資をしなければ衰退するのと同じである。
日本の赤字を減らすには大胆な財政出動
を行い、日本経済を成長軌道に乗せるこ
とだ。
　増税は逆効果で景気後退となり、赤字
が拡大する。今の日本で大規模な国債を
発行しても財政破綻することは皆無だ。
財務省は国の借金を子供や孫の世代に先
送りしてはならないと消費増税の正当化
の理由に使う。消費増税と緊縮財政が日
本を衰退させたのである。
　潮流銘柄はアドバンスト・メディア（３
７７３）、船井総研ホールディングス（９
７５７）、ＵＥＸ（９８８８）。
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記者の視点

相場見通し

ス
ピ
ー
ド
調
整
待
ち
た
い

米
イ
ベ
ン
ト
通
過
で
上
値
追
い

 

　

１
１
月
第
２
週

の
東
京
市
場
は
米

国
で
の
中
間
選
挙

通
過
と
１
０
月
Ｃ

Ｐ
Ｉ
の
内
容
を
受
け
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
急
騰
と
と
も

に
日
経
平
均
で
は
２
万
８
２
０

０
円
ま
で
上
昇
す
る
動
き
と
な

っ
た
。

　

米
国
労
働
省
が
１
０
日
発
表

し
た
１
０
月
の
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
、
季
節
調
整
済
み
）

は
前
年
比
伸
び
率
が
７
・
７
％

で
９
月
の
８
・
２
％
か
ら
減
速

し
、
市
場
予
想
の
８
・
０
％
を

も
下
回
る
内
容
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
イ

ン
フ
レ
が
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
し
た
と
の
見
方
が
拡

が
っ
て
お
り
、
米
連
邦

準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

が
利
上
げ
ペ
ー
ス
を
落

と
す
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
材

料
に
な
っ
た
の
が
、
米

国
中
間
選
挙
の
結
果
。

事
前
予
想
で
は
共
和
党

が
上
下
院
で
圧
勝
す
る

と
の
見
方
だ
っ
た
が
、
下
院
は

勝
利
し
た
も
の
の
、
上
院
は
拮

抗
と
民
主
党
が
健
闘
す
る
内
容

に
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
推
薦
す
る
候
補
か
ら
も
敗

北
が
目
立
ち
、
共
和
党
の
大
統

領
候
補
で
は
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ロ

ン
・
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
知
事
の
躍

進
が
目
立
っ
た
。
デ
サ
ン
テ
ィ

ス
知
事
が
大
統
領
に
な
れ
ば
、

野
党
と
も
あ
る
程
度
協
調
で
き

る
と
し
、
独
裁
的
な
ト
ラ
ン
プ

リ
ス
ク
が
後
退
し
て
い
る
こ
と

も
安
心
感
に
繋
が
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

今
週
は
、
１
５
日
に
Ｎ
Ｙ
連

銀
製
造
業
景
気
指
数
、
１
７
日

に
１
１
月
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

連
銀
製
造
業
景
況
感
指
数
が
公

表
さ
れ
る
。
軟
調
な
内
容
と
な

る
と
イ
ン
フ
レ
鈍
化
と
し
て
、

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
内
容
を
追
認
す
る
形

で
利
上
げ
ペ
ー
ス
鈍
化
期
待
が

更
に
高
ま
る
可
能
性
あ
る
。

　

国
内
で
は
１
６
日
に
１
０
月

訪
日
外
客
数
（
推
計
値
）
が
発

表
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
９
２
０
１
）

や
Ａ
Ｎ
Ａ
（
９
２
０
２
）
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
の
見
直
し

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
決
算

は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
（
８
３
０
６
）

な
ど
金
融
株
で
一
巡
す
る
。
全

般
は
米
国
イ
ベ
ン
ト
通
過
で
上

値
追
い
が
予
想
さ
れ
、
利
食
い

売
り
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
調
整
を

待
ち
た
い
。

今週のスケジュール

 

・14日 米中首脳会談(インドネシア)
・15日 7-9月期GDP速報
　　　 中国10月工業生産、中国10月小売売
　　　 上高、中国10月都市部固定資産投資
　　　 20カ国･地域(G20)首脳会議(〜16日イ
　　　 ンドネシア)
　　　 独11月ZEW景況感指数
　　　 米10月生産産者物価、米11月NY連銀
　　　 製造業景気指数
・16日 9月機械受注
　　　 9月第三次産業活動指数
　　　 10月訪日外客数
　　　 米10月小売売上高、米10月輸出入物
　　　 価
　　　 米10月鉱工業生産･設備稼働率
・17日 10月貿易統計
　　　 英政府、財政計画発表
　　　 米10月住宅着工件数
　　　 米11月フィラデルフィア連銀製造業
　　　 景況感指数
・18日 10月消費者物価
　　　 APEC首脳会議開催、プーチン露大統
　　　 領出席の可能性(〜19日タイ)
　　　 米10月中古住宅販売件数
・21日 10月首都都圏新規マンション発売
・23日 勤労感謝の比で休場
　　　 11月1･2日開催のFOMC議事録
　　　 米10月新築住宅販売件数
・24日 10月全国百貨店売上高
　　　 独11月Ifo景況感指数
・25日 11月東京都区部消費者物価
　　　 10月企業向けサービス価格指数
　　　 米ブラックフライデー

編 

集 

後 

記

　

Ｃ
Ｐ
Ｉ
ひ
と
つ
で
相
場
は
一

変
し
た
。
前
月
か
ら
伸
び
が
鈍

化
し
市
場
予
測
も
下
回
っ
た
こ

と
で
長
期
金
利
が
急
低
下
、
米

国
株
は
急
騰
し
て
お
り
、
週
末

の
東
京
市
場
も
日
経
平
均
で
８

０
０
円
を
超
え
る
大
幅
な
上
昇

に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
賭
け

た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
怪
我
を
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
今
回
、
半
導

体
関
連
を
中
心
に
仕
込
ん
で
い

れ
ば
大
幅
な
値
上
が
り
益
を
得

ら
れ
た
だ
ろ
う
。
買
戻
し
も
入

っ
て
く
る
の
で
ま
だ
上
値
余
地

を
残
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

ま
た
、
決
算
発
表
が
終
わ
る

と
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
再
開
さ
れ
る
。
年

末
相
場
で
は
新
興
銘
柄
に
も
チ

ャ
ン
ス
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


